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2-3 接続方法 （８３頁８３頁）

2-1　施工手順

2-2　設置方法

2-３　接続方法

注）パルス入力信号線は強電部（電源系配線）とできるだけ離して配線してください。（ノイズ対
策のため） ・付属のパルス検出センサーおよびパルス専用ケーブル（10 m）、クラン

プフィルターは使用できません。
・推奨電線＜CVVS（2線+シールド線）＞を別途準備いただき敷設してく
ださい。

・1.25mm2の電線をご使用ください。
・シールド線は本器の「シールド」端子より一点接地してください。
・他社製パルス検出器には別途電源供給が必要となります。
・本器の「12V」端子には接続しないでください。

■下方配線の場合
配線用カバーを取り外し、配線孔を切り抜いて通線してください。

パルス入力信号線の配線長を10m～100m以内にしたい場合
推奨電線＜MVV-S（3線＋シールド線）＞を別途準備いただき敷設してく
ださい。
・付属のパルス専用ケーブルは使用できません。
・総配線長は100mまでです。
・“導体断面積0.5mm2”なおかつ“仕上がり外径φ6.5以内”の電線をご
使用ください。
注）上記より大きなサイズの電線を使用すると、クランプフィルターが破壊するおそ
れがあります。

■バック配線の場合
本体下部のノックアウトを打ち抜いて通線してください。

■下方配線の場合の配線の処理

■配線が終わったら

①ダルマ穴への取付けねじを壁面に取り付ける。

② 本体を取付けねじに引っ掛ける。

③本体下部2ヵ所をねじで固定する。

壁面への取り付け

通線方法 電圧入力

パルス入力信号線の接続
ご注意

1.パルス検出センサーの電力需給用複合計器への取り付けには、電力会社
の立会いが必要です。（管轄する電力会社へご依頼ください）

2.パルス検出センサーは磁気コアを搭載しているため、取り扱いには十分注
意してください。落下等の衝撃を加えると破損して、パルス検出ができなく
なるおそれがあります。

ご注意

本器と対象の他社製パルス検出器の接続において基本動作確認は実
施しておりますが、さまざまな環境下での動作をすべて保障するもの
ではありません。
他社製パルス検出器の取扱説明に従って、設置してください。

2-2　設置方法

メタルモール用ノックアウト
（A型・B型共用）

メタルモール用ノックアウト
（A型・B型共用）

配線用カバー
（底面図）

（正面図）
本体

A型ノックアウト
B型ノックアウト

ノックアウトを切り取る場合

・本体が変形・破損しないように、ウ
エスなどで保護をしながらペンチ
ではさんでください。
・つなぎ部近くをニッパーなどで左
右片側ずつ切り取ってください。
（図は左側のつなぎ部を切り取る
場合）

ご注意
露出配線は、結線外れや断線のお
それがあります。
メタルモールなどで配線カバーを
ご使用ください。

ご注意
耐熱シール剤などで配線孔と電
線のすきまを埋めてください。
虫や小動物が侵入し火災の原因
になります。

・本器の保護やメンテナンス性確保のためブレーカ（3～15A）などを設置して
ください。

・本器の電源として、UPS電源や安定化電源など（商用電源以外の電源）をご使
用の場合は、応用設定メニューの「時計の自動補正」を無効（OFF）にしてくださ
い。（91頁91頁参照）

付属の電池使用開始日記入ラベルに
使用開始日を記入して、端子カバーの
裏面に貼り付けてください。

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

ブザー用出力 未使用未使用 異常
A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

本体
バック配線用ノックアウト

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

ブザー用出力 未使用未使用 異常
A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

本体

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

ブザー用出力 未使用未使用 異常
A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

電池使用開始日記入ラベル

端子カバー固定ねじ

端子カバー

端子カバーを閉め、
端子カバー固定ねじを
締めてください。

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

ブザー用出力 未使用未使用 異常
A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

端子部（端子カバーを開けた状態）

電源側
NL

AC100-240V 電源端子

L N PE

負荷側

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A

B
遮断警報
A B

抑制不能警報 節電要請状態 制御出力 異常
A B A B A B TA TB

接  点  出  力  端  子

パルス入力端子
RX シールド12V GND

TA TB

ブレーカ

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

ブザー用出力 未使用未使用 異常
A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

端子部
（端子カバーを開けた状態）

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

抑制不能警報 節電要請状態 制御出力 異常
A B A B A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

パルス
検出センサー

電力需給用
複合計器

12V RX GND シールド

黒

緑黒
白白 赤赤

パルス専用ケーブル（10m）

クランプ
フィルター

12VRX GND

クランプフィルターはパ
ルス検出センサーに近い
位置（0.2m以内）に、パ
ルスケーブルを1回転さ
せて取り付けてください。

4線：デマンドウォッチャー側に接続してください。
3線：パルス検出センサー側に接続してください。
＊パルス検出センサー側にはシールド端子はありません。

ボックス

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

ブザー用出力 未使用未使用 異常
A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

端子部
（端子カバーを開けた状態）

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子

+

パルス入力端子
RX シールド12V GND

パルス検出
センサー

他社製
パルス検出器

電力需給用
複合計器

12V RX GND シールド

黒

緑黒
白白

100 m以上

電源

パルス検出器

接続仕様の詳細や設
置環境については他
社製パルス検出器の
取扱説明書をご確認
ください。

天面に表示さ
れている矢印
（ ）を電力需
給用複合計器
の電流方向に
合わせて接続
してください。

電力需給用
複合計器に
接続する電
線は同梱し
ています。
IV線 2mm2
長さ 1m 黒

シールド線は「シールド」端子
より一点接地してください。

ご注意

ご注意

他社製パルス検出器を使用して
パルス入力信号線の配線長を100m以上（最長500m）に
したい場合
他社製のパルス検出器（別売）を別途準備していただく必要があります。

ノックアウト寸法（寸法表示単位：mm）

62 74.5

13.5

■動作確認済みパルス検出器一覧（下記品番を推奨します）

メーカー

富士電機

大崎電気

大崎電気

500m

300m

500m

PD3

OCK-6/OCK-6A

OCK-7/OCK-7A※

品番 最大配線長

2021年4月現在

注）各電力管内において、使用される電力計によりパルス検出器の選定が必要となります。
パルス検出器の選定においては、上記メーカーへお問い合わせください。

※生産終了品

■デマンドウォッチャーと他社製パルス検出器の接続

本器 GNDRX

PD3 M3

M4

M4

C3B

C1

C2B

C1

C3A

C0

C2A

C0

OCK-6/6A

OCK-7/7A

端子サイズ

※OCK-7/7Aと接続する場合には、「C2A/C2B」と「C0/C1」のどちらでも使用することが
できます。

注）本器と対象の他社製パルス検出器の接続において、基本動作確認は実施しておりますが、
様々な環境下での動作をすべて保証するものではありません。他社製パルス検出器の取扱
説明に従って、設置してください。

取付けねじ

ダルマ穴用
カラー
取付けねじ
に図のとお
り差し込む

※付属のねじとダルマ穴用
カラーを使用
　します。 本体の周囲は左図のスペースを

とってください。
20 m

m以上

50 m
m以上

10 m
m以上

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

ブザー用出力 未使用未使用 異常
A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

取付寸法

本体

取付けねじ
●水平位置を決め、付属のねじで
　確実に固定してください。

取付けねじ

本体

本体

配線用カバー

ウエス つなぎ部

B型ノックアウト
A型ノックアウト

ニッパーペンチ

（寸法表示単位：mm）

設置時の高さ
液晶モニターが見やすい位置に
設置することをおすすめします。
●液晶モニターの特性上、下から見上
げるような位置に設置すると、視
認性が低下します。

1
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6.5

（
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°） 4.5

1
0

デマンドウォッチャー
当社エネルギーモニタWeb
サイトでご確認ください。

2デマンドウォッチャー

施工編

82
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2-3 接続方法 （８３頁８３頁）

2-1　施工手順

2-2　設置方法

2-３　接続方法

注）パルス入力信号線は強電部（電源系配線）とできるだけ離して配線してください。（ノイズ対
策のため） ・付属のパルス検出センサーおよびパルス専用ケーブル（10 m）、クラン

プフィルターは使用できません。
・推奨電線＜CVVS（2線+シールド線）＞を別途準備いただき敷設してく
ださい。

・1.25mm2の電線をご使用ください。
・シールド線は本器の「シールド」端子より一点接地してください。
・他社製パルス検出器には別途電源供給が必要となります。
・本器の「12V」端子には接続しないでください。

■下方配線の場合
配線用カバーを取り外し、配線孔を切り抜いて通線してください。

パルス入力信号線の配線長を10m～100m以内にしたい場合
推奨電線＜MVV-S（3線＋シールド線）＞を別途準備いただき敷設してく
ださい。
・付属のパルス専用ケーブルは使用できません。
・総配線長は100mまでです。
・“導体断面積0.5mm2”なおかつ“仕上がり外径φ6.5以内”の電線をご
使用ください。
注）上記より大きなサイズの電線を使用すると、クランプフィルターが破壊するおそ
れがあります。

■バック配線の場合
本体下部のノックアウトを打ち抜いて通線してください。

■下方配線の場合の配線の処理

■配線が終わったら

①ダルマ穴への取付けねじを壁面に取り付ける。

② 本体を取付けねじに引っ掛ける。

③本体下部2ヵ所をねじで固定する。

壁面への取り付け

通線方法 電圧入力

パルス入力信号線の接続
ご注意

1.パルス検出センサーの電力需給用複合計器への取り付けには、電力会社
の立会いが必要です。（管轄する電力会社へご依頼ください）

2.パルス検出センサーは磁気コアを搭載しているため、取り扱いには十分注
意してください。落下等の衝撃を加えると破損して、パルス検出ができなく
なるおそれがあります。

ご注意

本器と対象の他社製パルス検出器の接続において基本動作確認は実
施しておりますが、さまざまな環境下での動作をすべて保障するもの
ではありません。
他社製パルス検出器の取扱説明に従って、設置してください。

2-2　設置方法

メタルモール用ノックアウト
（A型・B型共用）

メタルモール用ノックアウト
（A型・B型共用）

配線用カバー
（底面図）

（正面図）
本体

A型ノックアウト
B型ノックアウト

ノックアウトを切り取る場合

・本体が変形・破損しないように、ウ
エスなどで保護をしながらペンチ
ではさんでください。
・つなぎ部近くをニッパーなどで左
右片側ずつ切り取ってください。
（図は左側のつなぎ部を切り取る
場合）

ご注意
露出配線は、結線外れや断線のお
それがあります。
メタルモールなどで配線カバーを
ご使用ください。

ご注意
耐熱シール剤などで配線孔と電
線のすきまを埋めてください。
虫や小動物が侵入し火災の原因
になります。

・本器の保護やメンテナンス性確保のためブレーカ（3～15A）などを設置して
ください。

・本器の電源として、UPS電源や安定化電源など（商用電源以外の電源）をご使
用の場合は、応用設定メニューの「時計の自動補正」を無効（OFF）にしてくださ
い。（91頁91頁参照）

付属の電池使用開始日記入ラベルに
使用開始日を記入して、端子カバーの
裏面に貼り付けてください。

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

ブザー用出力 未使用未使用 異常
A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

本体
バック配線用ノックアウト

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

ブザー用出力 未使用未使用 異常
A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

本体

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

ブザー用出力 未使用未使用 異常
A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

電池使用開始日記入ラベル

端子カバー固定ねじ

端子カバー

端子カバーを閉め、
端子カバー固定ねじを
締めてください。

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

ブザー用出力 未使用未使用 異常
A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

端子部（端子カバーを開けた状態）

電源側
NL

AC100-240V 電源端子

L N PE

負荷側

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A

B
遮断警報
A B

抑制不能警報 節電要請状態 制御出力 異常
A B A B A B TA TB

接  点  出  力  端  子

パルス入力端子
RX シールド12V GND

TA TB

ブレーカ

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

ブザー用出力 未使用未使用 異常
A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

端子部
（端子カバーを開けた状態）

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

抑制不能警報 節電要請状態 制御出力 異常
A B A B A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

パルス
検出センサー

電力需給用
複合計器

12V RX GND シールド

黒

緑黒
白白 赤赤

パルス専用ケーブル（10m）

クランプ
フィルター

12VRX GND

クランプフィルターはパ
ルス検出センサーに近い
位置（0.2m以内）に、パ
ルスケーブルを1回転さ
せて取り付けてください。

4線：デマンドウォッチャー側に接続してください。
3線：パルス検出センサー側に接続してください。
＊パルス検出センサー側にはシールド端子はありません。

ボックス

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

ブザー用出力 未使用未使用 異常
A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

端子部
（端子カバーを開けた状態）

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子

+

パルス入力端子
RX シールド12V GND

パルス検出
センサー

他社製
パルス検出器

電力需給用
複合計器

12V RX GND シールド

黒

緑黒
白白

100 m以上

電源

パルス検出器

接続仕様の詳細や設
置環境については他
社製パルス検出器の
取扱説明書をご確認
ください。

天面に表示さ
れている矢印
（ ）を電力需
給用複合計器
の電流方向に
合わせて接続
してください。

電力需給用
複合計器に
接続する電
線は同梱し
ています。
IV線 2mm2
長さ 1m 黒

シールド線は「シールド」端子
より一点接地してください。

ご注意

ご注意

他社製パルス検出器を使用して
パルス入力信号線の配線長を100m以上（最長500m）に
したい場合
他社製のパルス検出器（別売）を別途準備していただく必要があります。

ノックアウト寸法（寸法表示単位：mm）

62 74.5

13.5

■動作確認済みパルス検出器一覧（下記品番を推奨します）

メーカー

富士電機

大崎電気

大崎電気

500m

300m

500m

PD3

OCK-6/OCK-6A

OCK-7/OCK-7A※

品番 最大配線長

2021年4月現在

注）各電力管内において、使用される電力計によりパルス検出器の選定が必要となります。
パルス検出器の選定においては、上記メーカーへお問い合わせください。

※生産終了品

■デマンドウォッチャーと他社製パルス検出器の接続

本器 GNDRX

PD3 M3

M4

M4

C3B

C1

C2B

C1

C3A

C0

C2A

C0

OCK-6/6A

OCK-7/7A

端子サイズ

※OCK-7/7Aと接続する場合には、「C2A/C2B」と「C0/C1」のどちらでも使用することが
できます。

注）本器と対象の他社製パルス検出器の接続において、基本動作確認は実施しておりますが、
様々な環境下での動作をすべて保証するものではありません。他社製パルス検出器の取扱
説明に従って、設置してください。

取付けねじ

ダルマ穴用
カラー
取付けねじ
に図のとお
り差し込む

※付属のねじとダルマ穴用
カラーを使用
　します。 本体の周囲は左図のスペースを

とってください。
20 m

m以上

50 m
m以上

10 m
m以上

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

ブザー用出力 未使用未使用 異常
A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

取付寸法

本体

取付けねじ
●水平位置を決め、付属のねじで
　確実に固定してください。

取付けねじ

本体

本体

配線用カバー

ウエス つなぎ部

B型ノックアウト
A型ノックアウト

ニッパーペンチ

（寸法表示単位：mm）

設置時の高さ
液晶モニターが見やすい位置に
設置することをおすすめします。
●液晶モニターの特性上、下から見上
げるような位置に設置すると、視
認性が低下します。

1
0
7
.3

3
3

5.2

201

25
（124°）

6.5

（
43
°） 4.5

1
0

デマンドウォッチャー
当社エネルギーモニタWeb
サイトでご確認ください。

施工編
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メニューキー ･････

項目キー ･････････

・メニューを切り替えます。

・各メニュー内の表示項目、設定項目
  などを切り替えます。

・各項目で、前時間（先月・先々月など）
  へ移動します。
・設定モード画面では、設定する項目を
  選択します。

　 キーを押すごとに、液晶モニター
画面の表示が切り替わります。
デマンド 積算値 時 計 基本設定 応用設定

・設定メニュー（時計･基本設定･応用設
定）でのみ使用します。
・設定モード画面へ入るとき、設定モー
ド画面を終了するとき、コマンドを実
行するときには長押し（約2秒間）して
ください。
・時計や目標値など、桁が多い時に桁を
移動するためにも使用します。
（短押し）

設定モード画面をキャンセルし、閲覧
モード画面に戻るためにも使用します。

パルス専用ケーブル（10 m）

3-1　設定前の確認

・ 接点定格内で使用してください。
　接点容量以上の負荷を接続する場合には電磁開閉器等を使用してください。
・ 消費電流が接点容量（1A）内でも、キセノン光源や中型以上の電球、ホーン型ブザーなど
　突入電流が5A以上の機器は直接制御できません。
　突入電流の大きい機器を制御する場合は、別途、電磁開閉器等を使用してください。

ネットワークシステムとして使用するには、RS-485信号線が必要です。
RS-485通信端子についているシールをはがして、下図のように接続してく
ださい。

ご注意

1. ネットワーク配線（RS-485信号線）は強電部（電源系配線）とできるだけ
離して配線してください。（ノイズ対策のため）

2. RS-485のシールド線は本器の「シールド」端子または通信系統上のその
他一箇所で一点設置してください。（一点接地しないとノイズの影響により
通信エラーが発生する場合があります）

3. RS-485信号線は、わたり配線で配線してください。
4. 落雷が発生すると、発生した過電流や過電圧が電源線やRS-485信号線
などを伝い、本製品の故障の原因になることがあります。落雷の備えとし
て他社製避雷器（SPD）※の設置を推奨します。

※別途ご準備ください。

ご注意

架空配線は行わないでください。
ノイズ・サージの影響により、本器が誤動作する場合があります。

パルス入力信号線を屋外配線したい場合
屋外配線用ケーブルと端子台を別途準備していただき、埋設配線で対応し
てください

2-３　接続方法

ネットワーク配線の接続

警報出力（接点出力）信号線の接続

   

黒 緑黒 白白 赤赤

クランプ
フィルター

パルス
入力
端子へ

屋外配線用ケーブル
埋設管

・屋外配線用ケーブルとして、推奨電線＜CVV-S（3線＋シールド線）＞を別
途準備いただき敷設してください。

・1.25mm2以上の電線をご使用ください。
・ボックス内で端子台を使用し、付属のパルス専用ケーブルと接続してくだ
さい。

・付属のクランプフィルターを取り付けてください。
・シールド線は本器の「シールド」端子より一点接地してください。

端子台

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

ブザー用出力 未使用未使用 異常
A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

ブザー用出力 未使用未使用 異常
A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

〔ご注意〕
通信機能使用時は、
アドレスの設定を
してください。

このシールを
はがして結線して
ください。

端子部
（端子カバーを
開けた状態）

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

抑制不能警報 節電要請状態 制御出力 異常
A B A B A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

ー
シールド

＋

終端抵抗切替スイッチを
「ON」にします。
（工場出荷時： OFF）

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

抑制不能警報 節電要請状態 制御出力 異常
A B A B A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

終端抵抗切替スイッチを
「OFF」にします。
（工場出荷時： OFF）

ー

シールド

＋

ー

シールド

＋

●本器を通信系統の終端以外に
　設置する場合

●本器を通信系統の終端に
　設置する場合

RS-485信号線
推奨仕様
・ケーブル種類： CPEV-S【CPEV線（シールド付き）】
・ケーブル径： 線径φ0.9～1.2（単線）
・ 最大配線長： 800 m

接点容量： AC220V/DC24V　1A（抵抗負荷）
最小負荷： DC5V　0.5mA

パルス
検出センサー

電力需給用
複合計器

12VRX GND

ボックス

天面に表示されている矢印（ ）を
電力需給用複合計器の電流方向に
合わせて接続してください。

工場出荷時はシールが貼
られています。接続する場
合には、はがして結線して
ください。

はじめて使うときの手順 操作キーについて

・ CTの１次電流
・ 集計日
・ 目標電力
・ 注意警報電力の割合
・ 遮断警報電力の割合

・トータル積算電力量
・ 本器の接点操作
・ブザーの出力時間
・ 時計の自動補正
・ 電池接続確認
・パルス入力異常判定時間
・ 設定操作ロック
・ 通信プロトコル
・ 通信速度
・ネットワークアドレス

時計の設定 （86頁86頁）

基本設定 （86頁86頁）

応用設定 （89頁89頁）

計測の開始

■各キーの役割

リセットスイッチ
（通常は使用しないで
ください）

液晶モニター画面
（すべてを表示させた状態です）

メニューキー

項目キー

［アップ／ダウン］

［実行／左右］

［アップ／ダウン］･･

［実行／左右］･････

端子カバー

端子カバー
固定ねじ

電源ランプ（LED）
電源投入中『点灯』
電源未投入『消灯』

異常ランプ（LED）
異常発生中『点灯』

電力警告レベルに応じた
色のランプが『点灯』
遮断警報 ：赤
注意警報 ：黄
正　　常 ：緑

デマンドシグナルランプ（LED）
ロギングランプ（LED）
ロギング計測中『点灯』
ハードウェア異常『点滅』
〔同時にアクセスランプ
（LED）も点滅します〕
ロギング停止中『消灯』

ロギングとは：
デマンドウォッチャーの
計測値を残すこと

通信応答中『点灯』

通信ランプ（LED）

SDメモリー
カードスロット
（ダミーカード
挿入済み）

アクセスランプ（LED）

SDメモリーカードアクセス中『点灯』
SDメモリーカードアクセスエラー『点滅』
SDメモリーカードアクセス未実施『消灯』

・通信を行うには信号線の接続に加え、通信の設定が必要です。
通信設定には通信プロトコル設定・通信速度設定・ネットワークアドレス設定
があり、そのすべてを設定する必要があります。設定方法は92頁92頁をご参照く
ださい。

 ・通信方式と通信速度の設定は、上位システムの仕様に合わせてください。
ネットワークアドレスは、上位システムが対応している範囲内でシステムに応
じた設定をしてください。

■通信設定について

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

ブザー用出力 未使用未使用 異常
A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

電 源 端 子電 源 端 子
100-240V  AC

N PEL パルス入力端子
12V RX GND シールド 終端抵抗

ONOFF

RS-485 通信端子
2

1
-+

+

シールド

- シールド

注意警報
A B

遮断警報
A B

ブザー用出力 未使用未使用 異常
A B TA TB

接  点  出  力  端  子パルス入力端子
RX シールド12V GND TA TB

端子部
（端子カバーを開けた
状態）

警報・ブザー接点

推奨電線　CVV線 1.25mm2
KPEV線 0.9～1.25mm2

異常接点未使用

警報ランプ

警報ランプ
（積層表示灯
など）

ブザー類※
（ネオアラーム
ミニなど）

※ブザー類の接続部
が速結端子の場合
は棒型圧着端子を
使用して接続して
ください。

デマンドウォッチャー

施工編 3デマンドウォッチャー

設定編
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